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さかい新春の集い

高めよう防災力
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新成人にエールを贈る
橋本町長

式典に参加した新成人全員での記念撮影

1 月８日 （日）、 境町中央公民館にて、 「平成 29 年境町成人式典」 が
開催され、華やかでフレッシュな新成人305名が境町から誕生しました。
大人への第一歩を歩み始めた皆さんの今後の活躍を期待しています。

成人式運営委員会

藤
ふ じ み

見優
ゆ き や

希也さん

　私たちは本日、成人としての自覚
を持つべき区切りの日を迎え、社会
からは大人と見なされて歩んでいく
こととなります。
　これからの私たちの発言や行動
は、今まで以上に大きな責任と影響
を伴うことになりますが、現実には、これまでとは異なる
立場や周囲からの期待に戸惑うこともあるかと思います。
しかし、それは成人として堂々と生きていくための通過点
であり、乗り越えていかなければならないことだと思いま
す。
　そのためのひとつとして考えられることは社会問題や政
治への若者の無関心、不参加が問題視される今の社会の中
において、自ら耳を傾け、積極的に関わり、社会の一員と
しての責任を果たしていくよう努力を続けることです。今
後とも皆様のご指導、ご助言をいただきますよう改めてお
願い申し上げます。
　今日のこの日を迎えるにあたり、これまで私たちの成長
を見守り支えてくださった家族、友人、地域の皆様、時に
は厳しく、時には温かくご指導くださった先生方、そして、
ふるさと境町に心より感謝申し上げるとともに、今日の新
たな決意を胸に刻み、日々精進していくことをお誓いし、
成人者を代表しての謝辞といたします。本日は誠にありが
とうございました。　　　　　　　　（謝辞内容より抜粋）

サカイタチ達磨を持って記念撮影

境一中恩師・内
うちうみ
海孝

たか し
至

先生による贈る言葉

元気いっぱいの男性陣

▼記念撮影用に様々なフォト
プロップスが用意されました

境二中恩師・真
まなか
中実

みのる

先生による贈る言葉

お揃いの扇子を用意した成人者も

▲インスタグラムのパロディー
パネルで記念撮影し境町を PR

久しぶりの再会で笑顔の皆さん

お祝いの花束を受け取った皆さん

式典司会の鈴
すずき
木亜

あ さ か
沙香さんと

土
つちや
屋諄

じゅんま
眞さん

ピアノ伴奏の金
か な く ぼ
久保洸

ひろし
史さん

成 

人 

式

新成
人の皆

さんへミニ達磨をプレゼント

謝　辞

　

１
月
８
日
（
日
）、
境
町
中
央
公
民

館
に
お
い
て
、
成
人
と
し
て
の
新
た
な

旅
立
ち
を
祝
う
「
平
成
29
年
境
町
成
人

式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
の
境
町
の
新
成
人
は
、
男

性
1
6
5
人
、
女
性
1
4
0
人
の
合

計
3
0
5
人
。
こ
の
日
は
、
約
7
割

近
い
2
3
1
人
の
新
成
人
が
集
ま
り
、

会
場
は
華
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

　

新
成
人
が
生
ま
れ
た
平
成
８
年
4
月

か
ら
平
成
９
年
3
月
ま
で
の
主
な
出
来

事
と
し
て
、
８
月
に
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
は
柔
道

男
子
の
野
村
忠
宏
選
手
の
金
メ
ダ
ル
を

は
じ
め
、
３
個
の
金
メ
ダ
ル
と
６
個
の

銀
メ
ダ
ル
、
５
個
の
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
ま
し
た
。
11
月
に
当
時
大
ヒ
ッ
ト
を

記
録
し
、
入
手
困
難
が
続
い
た
携
帯
型

ゲ
ー
ム
「
た
ま
ご
っ
ち
」
が
発
売
さ
れ
、

12
月
に
は
、
広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
と
厳

島
神
社
の
世
界
文
化
遺
産
認
定
な
ど
の

ニ
ュ
ー
ス
が
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
は
、
4
月
に
境
町
公

共
施
設
管
理
公
社
が
設
立
さ
れ
、
10
月

に
道
の
駅
さ
か
い
が
供
用
を
開
始
し
、

11
月
に
は
境
町
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
様
々
な
事

３
０
５
名
の
新
成
人
が
誕
生

成人式運営委員会の皆さん

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
橋
本
町
長
を
始
め
、
多

く
の
来
賓
の
方
々
が
参
列
さ
れ
、
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

中
学
時
代
の
恩
師
で
あ
る
、
内
海
孝
至

先
生
、
真
中
実
先
生
か
ら
、
か
つ
て
の

教
え
子
た
ち
へ
贈
る
言
葉
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、会
場
を
役
場
4
階
に
移
し
、

自
転
車
や
テ
レ
ビ
、
ギ
フ
ト
券
と
い
っ

た
豪
華
商
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ

れ
、
新
成
人
の
皆
さ
ん
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
旧
友
と
の
再
会
や
、
懐

か
し
い
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
会
場
の
雰

囲
気
は
、
成
人
を
祝
う
多
く
の
笑
顔
と

元
気
な
声
で
溢
れ
て
い
ま
し
た
。
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さかい新春の集い
平成29年

ビンゴ大会を盛り上げてくれた
アントキの猪木さん

職員表彰で大賞を受賞した栗原さん（写真左）

土鍋めし、常陸牛、梅
めいしゃんとん
山豚キーマカレーなど

様々な町の PRブースを楽しむ来場者

功労者の皆さんの集合写真（写真左上から）武
たけい
井貞

さだ お
男さん、田

たなか
中勲

いさお
さん、加

かとう
藤正

まさのり
則さん、相

さがら
良正

まさ
さん、

関
せき
一
かず お
男さん、（左下から）秋

あきもと
元功

こうざぶろう
三郎さん、仲

なかまつ
松章

あきら
さん、橋本町長、䑓

だい
登
とういちろう
一郎さん、染

そめや
谷新

しんいち
一さん

ハガキ抽選会で当選した民生委員の石川さん
（写真右）

ふるさと納税の PRブースで「イチゴマルシェ」
のジェラートを試食する来場者

日頃練習している華麗な踊りを来場者に披露

H27 年度全国 1位、H28 年度全国 2位に輝いた
さしま茶の手揉み茶

「よいしょ！」の掛け声で勢いよく行われた鏡開き

道の駅でも大人気の朝日屋のおまんじゅう

境町老人クラブ連合会寺山会長の発声で乾杯「ねばねば音頭」を披露する泉水いづみさんと
淺野勝盛さん、一緒に踊る偽 JAPANの皆さん

来場者にふるまわれた樽酒

町内の代表者
483 人が

出席し盛大に
開催！

さかい新春の集い
平成29年

　

町
で
は
、
１
月
12
日
、
バ
ン
ケ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
ア
リ
モ
ー
ル
（
伏
木
）
に
お
い

て
、「
平
成
29
年
さ
か
い
新
春
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
に
は
中
村
喜
四
郎
衆
議
院
議

員
、
半
村
登
県
議
会
議
員
、
吉
原
英
一

坂
東
市
長
ら
を
迎
え
、
ま
た
、
各
界

各
層
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
４
８
３
名
の

方
々
が
出
席
し
新
年
の
抱
負
を
語
り
あ

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
䑓
登
一
郎
さ
ん
を
は
じ

め
、
昨
年
、
茨
城
県
知
事
表
彰
以
上
の

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
11
名
の
方
々
に
町

か
ら
感
謝
状
と
、
記
念
品
と
し
て
境
町

出
身
の
版
画
家
富
張
広
司
さ
ん
の
版
画

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
間
を
通
し
て
優
秀
な
業
績

が
あ
っ
た
職
員
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

ふ
る
さ
と
納
税
担
当
の
栗
原
千
恵
さ
ん

が
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
お
礼

の
品
の
協
力
店
、
商
工
会
一
店
逸
品
の

企
業
や
商
店
の
P
R
ブ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
、
さ
し
ま
茶
の
手
揉
み
茶
や
常
陸

牛
、い
ち
ご
ジ
ェ
ラ
ー
ト
な
ど
の
試
飲
・

試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

公
民
館
講
座
「
古
典
舞
踊
教
室
」、「
民

舞
・
新
舞
教
室
」
に
よ
る
華
麗
な
踊
り

や
、
泉
水
い
づ
み
さ
ん
、
淺
野
勝
盛
さ

ん
に
よ
る
納
豆
替
え
歌
メ
ド
レ
ー
・
ね

ば
ね
ば
音
頭
が
披
露
さ
れ
、
観
光
親
善

大
使
の
偽

い
つ
わ
り

Ｊジ

ャ

パ

ン

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
M
B
C
★

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
皆
さ
ん
も
参
加

し
、
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
く
れ

ま
し
た
。
式
典
の
後
半
に
行
わ
れ
た
抽

選
会
・
ビ
ン
ゴ
大
会
で
は
町
内
外
の
多

く
の
方
に
協
賛
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
並
び

に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
商
店
、

企
業
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

町
で
は
、
関
東
・
東
北
豪
雨
か
ら
の

復
興
を
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
平
成
28

年
の
境
町
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
15
億

円
を
超
え
た
こ
と
を
報
告
し
、
き
た
る

２
月
26
日
の
圏
央
道
全
線
開
通
を
受

け
、
企
業
誘
致
、
移
住
定
住
の
推
進
に

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

各
界
で
活
躍
す
る

町
内
代
表
者
が
集
結

　感謝状並びに記念品を賜り身に余る光栄に存じます。これも一
重にご指導、ご協力を頂きました多くの皆様のおかげです。暖か
い心の交流こそ地方を振興し、強いては国の繁栄に繋がることと
思います。今回の受賞を契機に微力ではありますが、幾分でもお
返し出来たならばと精進致します。

功労者代表　䑓
だい

 登
とういちろう

一郎さん

さ 

か 

い 

新 

春 

の 

集 

い



消火器を使用した消火訓練

息の合ったバケツリレーで素早く消火

　

12
月
11
日
（
日
）、
若
林
蓮
台
公
民
館
に

お
い
て
、
今
回
で
12
年
目
の
開
催
と
な
る
防

災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
若

林
蓮
台
行
政
区
の
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ

れ
、
利
根
川
決
壊
時
の
防
災
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し
た
後
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
や
消
火
器
を
使
用
し

た
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が

実
際
に
消
火
訓
練
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
坂
東
消
防
署
の
署
員
を
講
師
に
迎

え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
救
急
救
命
講
習
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
災
訓
練
に
参
加
さ
れ
た
方
々

は
、
積
極
的
に
訓
練
に
取
り
組
み
、
消
防
署

の
署
員
に
「
町
の
中
で
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ
に

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
か
？
」、「
お
年
寄
り
が

モ
チ
を
の
ど
に
つ
ま
ら
せ
た
時
の
対
処
を
教

え
て
欲
し
い
。」
と
い
っ
た
質
問
を
投
げ
か

け
る
な
ど
、
若
林
蓮
台
行
政
区
の
皆
さ
ん
の

自
助
・
共
助
の
意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る

防
災
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

12
年
続
く
防
災
訓
練
で

住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る

消防署員によるAED講習も実施

子どもからお年寄りまで毎年多くの住民が参加
写真左から染谷榮副区長、中村治雄防災会長、
染谷一男区長、防災会計の甲田勝公さん

　いつ起こるか分からない災害だから、常
日頃の心がけが一番大事だと思います。毎
年多くの行政区の皆さんが参加してくれて、
12 年間続いたこの防災訓練を、今後もでき
る限り続けていきたいです。
( 若林蓮台防災会長 : 中村  治雄さん )

▲

町を代表し挨拶を
行った橋本町長

▲▼教室内で火災時の煙発生を体験

　

12
月
８
日
（
木
）、
茨
城
県
立
坂
東
総
合

高
等
学
校
（
坂
東
市
逆
井
）
に
お
い
て
、
境

町
と
坂
東
総
合
高
校
に
よ
る
初
の
合
同
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
は
、
利
根
川
が
決
壊
し
た
場
合
、
約
８

割
が
浸
水
す
る
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
お

り
、
平
成
28
年
６
月
に
坂
東
総
合
高
校
と
水

害
時
の
広
域
避
難
に
関
す
る
覚
書
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　

今
回
の
訓
練
に
は
、
町
か
ら
行
政
区
長
や

消
防
関
係
者
、
役
場
職
員
な
ど
約
60
名
が
参

加
し
、
坂
東
総
合
高
校
ま
で
の
避
難
経
路
の

確
認
や
校
内
施
設
の
見
学
、
ま
た
、
生
徒
と

と
も
に
教
室
で
の
煙
発
生
を
体
験
し
ま
し

た
。　

　

今
後
は
、
炊
き
出
し
や
宿
泊
を
想
定
し
た

訓
練
、
避
難
所
の
運
営
な
ど
の
よ
り
実
践
的

な
訓
練
の
実
施
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。　

　
避
難
経
路
や
施
設
を
確
認

三条市での研修の様子

災害時の防災ステーションも兼ねた道の駅「パティオ
にいがた」内には過去の水害の「防災アーカイブ」も
常設

　

12
月
１
日
か
ら
２
日
の
２
日
間
、
境
土
木

協
議
会
（
会
長
：
橋
本
正
裕
町
長
）
で
は
、

水
害
対
策
の
先
進
地
で
あ
る
新
潟
県
三
条
市

及
び
見
附
市
に
お
い
て
、
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

初
日
の
三
条
市
で
は
、
過
去
２
度
の
水
害

被
害
経
験
を
通
し
て
培
わ
れ
た
様
々
な
減
災

対
策
に
つ
い
て
、
ま
た
、
２
日
目
の
見
附
市

で
は
、
市
民
の
４
人
に
１
人
が
参
加
す
る
と

い
う
防
災
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
研
修
が
行
わ

れ
ま
し
た
。そ
の
後
、災
害
時
の
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
も
兼
ね
た
道
の
駅
「
パ
テ
ィ
オ
に
い

が
た
」
の
視
察
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

境
土
木
協
議
会
で
は
、
今
回
の
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
今
後
の
町
の
水
害
対
策
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。

　
三
条
市
・
見
附
市
の

水
害
対
策
を
学
ぶ

●
平
成
28
年
12
月
１
日
（
木
）
～
２
日
（
金
）

境
土
木
協
議
会

新
潟
県
三
条
市
・
見
附
市
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実
施

▲校内施設を見学する参加者の皆さん

見附市での研修の様子

坂東総合高校の敷地内には宿泊施設
も完備

見附市

毎年 1万人以上の市民が参加する
防災訓練について研修

見附市
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防災訓練について研修

三条市

過去 2度の水害被災経験で培われた
減災対策について研修

三条市

過去 2度の水害被災経験で培われた
減災対策について研修
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防
　
災
　
特
　
集

いつ起こるか分からない災害に備えて

高めよう防災力
いつ何時訪れるか分からない災害。日頃から十分な備えを行っておくことが、実際に災害が起きた
ときに役立ちます。若林蓮台行政区での精力的な防災訓練や、町と坂東総合高校との協定後初の合
同防災訓練、水害に備えるため行われた防災先進地への視察研修などの様子をお伝えします。

●
平
成
28
年
12
月
11
日
（
日
）

若
林
蓮
台
行
政
区
防
災
訓
練

●
平
成
28
年
12
月
８
日
（
木
）

境
町 

× 

坂
東
総
合
高
校

初
の
合
同
防
災
訓
練



熊本城視察の様子
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　町では、今年実施予定の町民号に向け、各種団体の
代表の方と研修職員を含めた 37 名の「境町民号視察団」
を熊本県へ派遣しました。
　熊本地震で特に被害の大きかった益城町や、支援協定
を締結している日本一の馬刺し馬肉生産高を誇る千興
ファームにて、被災状況を視察し、同じく支援協定を締
結している熊本ホテルキャッスルにて昼食後、熊本市の
熊本城総合事務所河田所長のご案内のもと、熊本城の被
災状況を視察しました。
　熊本県の一日も早い復興を祈念し、町としても、今後
とも継続的な支援を行っていきたいと思います。

12/18-19
TO

W
N N

EW
S 　役場前通りで、新春恒例の「境達磨市」が境町観光協会主催、境町・

境町商工会や JA 茨城むつみの後援および境スタンプ会の協賛で開催され
ました。会場には、埼玉県の「武州だるま」の販売を始め、露店や地元
商店のテント等が立ち並び、多くの来場者で賑わいました。特に境スタ
ンプ会の抽選会やふるさと納税感謝祭大抽選会には、大勢の行列ができ
ていました。
　また、筑波銀行駐車場内では、高校生やボランティアスタッフ主体の
ステージイベント「幸せフェスタ」が実施され、五ツ輪会や Y'pep によ
る踊りの披露や筆文字アーティストのおーしさんによる巨大作品の書き
下ろしが行われたほか、野口奏五さんとゆかいなジャズ仲間によるジャ
ズライブでは、サプライズで 70 名が参加し、フラッシュモブが披露され
るなど、会場は終始賑やかな雰囲気に包まれていました。
　そして、今回初開催の大声コンテストでは、日頃伝えられない大切な
人への「ありがとう」を一生懸命伝える姿が感動的でした。ステージイ
ベントの最後には、境一中吹奏楽部による演奏が行われ、ステージは当
日一番の盛り上がりとなりました。　
　さらに、今年も婦人会、商工会女性部、商工会青年部の皆さんによっ
て行われた豚汁と甘酒、おしるこの提供も大盛況でした。

　䑓登一郎さんが旭日単光章を受章されました。
　昭和 46 年に境町議会議員に当選以来、3 期 12 年の
永きに亘り、住民の代表として、住民の生活向上の発展
に寄与されました。
　境町の収入役、教育長を歴任されたほか、農業委員会
委員、社会福祉協議会役員、境町老人クラブ連合会会長
なども務められ、高邁な精神を持って境町の教育、福祉
の向上に多大なる貢献をされました。
　こうした功績が認められ、今回の受章となりました。
　受章誠におめでとうございます。
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　今年度の境町区長会の視察研修では、静岡県小山町、
神奈川県箱根町を視察しました。
　初日の小山町では、先進的な町の開発事例である
三
み ら い

来拠点事業の現場や、特産品であるアメーラトマト
の大規模栽培施設を視察し、小山町役場にて、込

こみやま

山町
長をはじめ関係者の皆さんから町の様々な政策につい
て説明を受けました。
　2 日目の箱根町では、大涌谷を視察し、宮ノ下の富士
屋ホテルにて、昨年の大涌谷の火山活動の活発化によ
る風評被害や、情報分析に基づく対応について研修を
行いました。
　今回の研修は、小山町役場及び箱根町役場をはじめ
多くの関係者にご協力いただき、大変有意義で実り多
いものとなりました。
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　平成 28 年 12 月 1 日付で町の民生委員・児童委員の一斉改選
が行われ、12 月 12 日、役場において下記の 47 名の方々に橋本
町長より委嘱状が交付されました。
　民生委員・児童委員は地域住民の福祉向上のために、民生委
員法に基づき厚生労働大臣が委嘱する民間の奉仕者です。生活
上の困りごとや各種福祉サービスなどのさまざまな問題につい
て、秘密を厳守し、相談に応じたり助言を行うとともに、地域
に密着した福祉の担い手として、行政機関と地域住民のパイプ
役として、活動しています。任期は平成 28 年 12 月 1 日から 3
年間です。

猿島小学校で行われた租税教室の授業風景

1/8

第 24回境達磨市を開催

橋本町長から賞状及び勲章の伝達を受けた䑓さん（写真右）

　古河税務署管内租税教育推進協議会では、納税の義務
を正しく理解してもらおうと、講師を派遣し租税教室を
開催しています。
　今年度も町内各小中学校で租税教室が行われ、猿島小
学校では、6 年生 36 名を対象に古河税務署の芦

あしたか

高勘
か ん じ

二
統括官が授業を行いました。見本のお金を使用した 1
億円分の重さ 10kg の体感や、税金についてのビデオ鑑
賞を通して、税金の生活への関わりや、消費税の仕組み
などを学びました。
　その他の小学校では町税務課職員が、中学校では古河
税務署国税徴収官が講師を務めています。

䑓登一郎さんが旭日単光章を受章 境町区長会視察研修
静岡県小山町・神奈川県箱根町を視察

境町民生委員・児童委員が改選されました

担当地区 氏名 担当地区 氏名 担当地区 氏名
本船町・下仲町・上仲町 相良　実 猿山 栗田　栄 伏木南部 中山　富雄
上町 染谷　敏子 蛇池 石綿　昇 一ノ谷 野口　博
住吉町東側 塚原　のり子 下砂井・栗山 下大迫　讓 百戸 倉持　博昭
住吉町西側 木村　淳子 西泉田 猪瀬　晴男 桐ヶ作・新田戸 中村　正市
宮本町 宇都木　利之 上小橋 成島　幹夫 若林蓮台 染谷　仁子
坂花町 染谷　良雄 浦向 野口　奏五 若林新田 川面　次雄
新吉町 小林　時代 金岡 稲垣　正美 若林本田 倉持　敏幸
山神町一区 風見　昌代 下小橋 石川　直子 塚崎一区 落合　浩
山神町二区 中村　悦子 染谷 高嶋　正之 塚崎二区 大賀　邦夫
旭町南側 横田　富雄 大歩・中大歩 山中　繁 稲尾 栗田　幸恵
旭町北側 宇都木　康夫 内門本田・新田 渡辺　節男 志鳥 朝倉　義夫
松岡町南側 高塚　香代子 井草 中島　盛俊 横塚 櫻井　勉
松岡町北側 光山　久子 喜五郎・七軒 吉田　敬 主任児童委員 齋藤　美沙子
陽光台 佐藤　悦郎 山崎 木村　均 主任児童委員 黒田　保子
長井戸南側 横堀　正 伏木北部 島田　恭一 主任児童委員 齊藤　綾子
長井戸北側 相良　澄夫 伏木中部 佐怒賀　政義

（敬称略）

12/15-16

税の仕組みを分かりやすく学ぶ
町内各小中学校で「租税教室」を開催

▲達磨を購入する来場者

▲ 70 名以上が参加した「恋ダンス」の

フラッシュモブ

▲大行列ができた「境スタンプ会抽選会」

▲大声コンテストで入賞した皆さん

▲大きな作品を書き上げた筆文字アーティスト

のおーしさん

12/12

▲役場で行われた委嘱状交付式の様子

熊本地震復興支援第 5弾！
境町民号視察団を熊本県へ派遣

講演を行った宮大工 棟の 小川三夫さん

視察団参加者の集合写真

箱根町富士屋ホテルでの記念撮影

千興ファーム視察の様子
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境
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
は
各
地
で
自
然
災

害
が
多
く
あ
り
、
心
痛
む
事
の
多
い
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
等
の
う
れ
し
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ニ
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ス
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
ど
ん
な
一
年
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
災
害
の
無
い
穏
や
か
な
年

で
あ
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
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お
り
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す
。
ま
だ
ま
だ
寒
さ
も
続
き
ま
す
が
健

康
に
気
を
つ
け
て
過
ご
し
て
行
き
度
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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寄付に訪れた NPO 法人境スポーツクラブの皆さん

12/15

1/10

寄付に訪れた絆会の皆さん

12/19
寄贈に訪れた山本代表取締役（写真右）

寄付に訪れた民謡線歌部の皆さん

12/15

第90回境町バレーボール大会の結果

民謡線歌部が町へ寄付
境町文化協会民謡線歌部（小島茂代表）が、チャリティー
として集まった収益金 7 万円を教育振興に役立ててい
ただきたいと寄付されました。

　NPO 法人境スポーツクラブ（倉持貢理事長）がスポー
ツ振興に役立てていただきたいと 10,463 円を寄付され
ました。

　( 株 ) スクラム企画 ( 山本実代表取締役 ) が町の行政
に役立てていただきたいと国旗 1 旗と町旗 1 旗を寄贈
されました。

　絆会 ( 篠原勉会長 ) が、教育振興に役立てていただき
たいと 30 万円を寄付されました。

NPO法人境スポーツクラブが町へ寄付

(株)スクラム企画が国旗・町旗を町へ寄贈

絆会が町へ寄付
12/11
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六

　ファミール境にて、青木りきさん（稲尾）の 100 歳
をお祝いする会が開かれました。青木さんのご健康とご
多幸をお祈り申し上げます。

100 歳を迎えた青木さん（写真中央）

会　場　境町民体育館
出場チーム　　男子 9 チーム
　　　　　　　女子 2 チーム

【男子の部】
Ａブロック     
優　勝　愛球会ウェルダン
準優勝　チーム橘
Ｂブロック      
優　勝　愛球会レア
準優勝　愛球会ミディアム

【女子の部】          
優　勝　RK
準優勝　いずみ会

祝‼100 歳　青木りきさん

12/4

12/8

スポーツ

12/4~11

会　場　境町サッカー場
優　勝　境特別支援学校
準優勝　境クラブ
第３位　Spare.FC

第23回境町サッカー大会　結果

▲

優勝したチーム「境特

別支援学校」の皆さん

お祝い・イベント

展示された作品を鑑賞する来場者の様子

　ふれあいの里ギャラリー夢において、境町文化協会
美術部展が開催されました。部員 14 名が日頃丹精に描
いた、模写や風景画、人物画など多種多様な作品 90 点
が展示され、絵画鑑賞に約 400 名の方が来場しました。

境町文化協会「美術部展」を開催

「広報さかい」へ有料広告を
掲載しませんか？

広告
掲載料

※詳しくは下記までお問合わせください。
役場秘書広聴課
電話	 0280（81）1329　
E-mail　	kouhou@town.sakai.ibaraki.jp

問合せ先

◎ 1段全枠　15,000 円　
◎ 1段半枠　18,000 円

広告募集中

あなたの街の

仲人おばさん紹介

体験入会男女共に

3 ヶ月　 5,000 円 ※公的書類提出可能な方→
★お見合い後交際に入った場合は希望により正式入会に進みます。

結婚相談室チャペル　　　　　　　　　　　　　　　の代表遠藤明美と申します。
真剣に結婚を考えられている方のみご相談ください。全力でお手伝いいたします。

この道 19年、仲人の達人！！
今すぐ・・・完全予約制

〒 306-0011　茨城県古河市東 3-5-13　イトーヨーカドー南側　

☎   0280-30-7070
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町の人口と世帯数　※平成 29 年 1 月 1 日現在の常住人口（前月比）

■総人口 24,396 人（-37）　■男性 12,212 人（-27）　■女性 12,184 人（-10）　■世帯数 8,244 世帯（-11）

Sakai town news 12

広
報
さ
か
い

　
平
成
29
年
1
月
号

　「キリン 午後の紅茶」から、“和素材” の豊かな味わい
が楽しめる「キリン 午後の紅茶 ミルクティードルチェ 
和栗モンブラン」が、1 月 24 日（火）より全国で発売さ
れました。
　江戸時代初期から生産が始まり、日本茶で初めて輸出
されたとされる歴史ある茶葉「さしま茶」を渋みが少な
く優しい味わいの紅茶に加工し、同じく茨城県産のふく
よかな甘さが特長の「和栗」を合わせることで品質高い
味わいに仕上げられています。
　商品に使用されているさしま紅茶は、茨城県内の 8 軒

（境町内 6 軒）の農家で栽培されています。数年前から、
その可能性を広げようと、さしま茶を加工した国産紅茶
の製造が始められました。
　数量限定販売となりますので、この機会にぜひご賞味
ください。

画像提供 : キリンビバレッジ株式会社■問合せ先　役場農業政策課　☎ 0280(81)1310

茨城県

境町

▲橋本町長及びさしま茶協会（石山嘉之会長）とキリン
ビバレッジ株式会社の関係者が橋本知事を表敬訪問

topics

 さ
し

ま
紅茶を４％

使
用

▲上記の写真は長野園の茶畑（百戸）で撮影されました

さしま茶 ( 紅茶 ) が
「午後の紅茶」になりました !!

さしま茶 ( 紅茶 ) が
「午後の紅茶」になりました !!

「午後の紅茶」 
ミルクティードルチェ　和栗モンブラン

1 月 24 日 新発売

「午後の紅茶」 
ミルクティードルチェ　和栗モンブラン

1 月 24 日 新発売

町内6軒の農家で
生産された「さしま紅茶」
を使用！！


